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アイデンティティ尺度（目標明確尺度）

6・B　将来のはっきりした目標や計画がある。

6・C　偉い人の判断に従っていけば無難であると感じる。（感じない方がアイデンティティ確立）

6・F　人生において本当に何をしたいのか決めることができない。（できない方がアイデンティティ未確立）

6・I　生涯の仕事として何をしたいかははっきりと決めていないが、とりあえず、ここ2~3年の計画や目標
については、ある程度はっきりしている。

6・M　将来何をしたいか確信を持っており、あるはっきりとした目標を持っている。

　本学学生。確立している人もいれば、あまり確立していない人もいる。なぜだろう。

注意；低くてもあまり気にしないでください。悩む時期です。就職活動とは、自分とは何者で、何をしてゆくのか、考え、探し、悩むことです。むしろ悩まずに入試の感覚で就職先を選ぶ（友人・親戚の間で名の通った企業だから選んだ等）方は、3年と仕事が続きません。どっかで悩むなら、いまがチャンス？
　仮説構築のポイント：プロセスを明確に。そして基本観察にたどり着く。どんな人は目標明確尺度が高いのか、低いのか説明していなければなりません。
理由：真理表が作れない（決定的実験を行なったときの予測が立てられない）。

仮説例（あるグループの例）

体型説（これは思いつかなかったな）

　ぽっちゃりしている人は、おおらかな印象を与える。周りからおおらかだというレッテルを貼られることで、本人自身もおおらかだというアイデンティティを獲得する。自己理解が明確なため、他の体型の人々より、目標・計画を立てやすく、目標明確尺度の得点が高い（他の体型は？）。

リーダー説

　集団のリーダー（部活の部長・主将・クラスの級長等）に立ったことがあるとアイデンティティが確立する。なぜならリーダーになることで、自分が回りの人間にとってどのような存在であるか、そして自分は周りの人間をまとめることができるのか、自分を研究するため、自己の理解が高まり、目標が明確になりやすい。

自己決定説

　自分の行動の選択を自分で決定することを繰り返すことでアイデンティティが高まる。自分で選択し、その結果が予想通りに行くことも、いかないこともあるだろう。そのたびに自分を見つめることで、自己の理解が高まり、目標が明確になりやすい。

真理表

	
	体型説
	リーダー説
	自己決定説

	a.自分の意思とは関係なくリーダーをやらされた人々と、自分の意思でリーダーを引き受けた人々の目標明確尺度を比較する。
	両者に目標明確尺度の差はない。
	両者に目標明確尺度の差はなく、両方ともアイデンティティが平均値よりも高い。
	自分の意思でリーダーを引き受けた人々の方が目標明確尺度は高い。

	b.　 以下略
	
	
	


aの決定的実験について体系説が正しければ、おっとりしていることとリーダーを押し付けられやすい、引き受けやすいことに関係がないと仮定するならば、アイデンティティは体系によって決定するので、自分の意思とは関係なくリーダーをやらされた人々と、自分の意思でリーダーを引き受けた人々との間に目標明確尺度の差はないことが予想される。
　リーダー説が正しければ、リーダーを行なうことでアイデンティティが高まるので、自分の意思で引き受けたか、押し付けられたかに関係なく、目標明確尺度は高くなる。

　自己決定説が正しければ、自分の意思で決定した行動がアイデンティティを高めるので、押し付けられてリーダーを引き受けた人よりも、自分でリーダーを引き受けた人の方がアイデンティティは確立しているはずである。

　各仮説からの予想が異なるため、aは決定的実験である。次にbについて説明する。以下略
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